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横須賀市「核兵器廃絶・平和都市宣言」に基づく非核三原則の堅持に関する申し入れ 

 

横須賀市は、1989 年 5 月 23 日の「核兵器廃絶・平和都市宣言」において、非核三

原則の厳正な遵守を強く求めるとともに、あらゆる国の核兵器の廃絶を掲げていま

す。2026 年末に予定されている「戦略三文書」の改定を控え、非核三原則の見直し

が検討されている今、政府に対してその堅持を求めることは重要です。とりわけ、米

海軍横須賀基地を抱える横須賀市にとって、核兵器の持ち込みを許さず、市民の安

全と安心を確保することは、同宣言の理念を実現するうえで重要な課題だと考えま

す。 

よって、特定非営利活動法人ピースデポは、横須賀市に対し、以下の事項を申し

入れます。 

1． 非核三原則の堅持を政府に改めて申し入れること。  

核兵器を持たず、作らず、持ち込ませずという非核三原則の厳正な遵守を、政

府に対して正式に求めること。 

2． 横須賀港への核兵器の持ち込みを防ぐための措置について、政府に説明を求

めること。  

核兵器の持ち込みを防ぐため、日米間の事前協議制度が米軍艦船の寄港にど

のように適用されるのか、また、同制度の実効性をどのように確保しているの

か、政府に説明を求めること。政府への申し入れと回答、市の対応は可能な限

り市民に公表すること。 

3． 政府への申し入れとその回答を市民に公表すること。  

非核三原則の堅持に関する国とのやり取りや市の対応について、可能な限り

透明性を確保すること。 

横須賀市が「核兵器廃絶・平和都市宣言」に掲げた理念を具体的な施策に結びつ

け、非核三原則の堅持と核兵器廃絶に向けた取り組みを一層進めることを求めま

す。 
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